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のリン発生量で除した値を「洪水氾濫による土地の肥沃化指標（FI）」と定義し算出した．FI が 1 よ
りも大きい地点は，洪水氾濫により他の地点からリンが流入すると考えられ，洪水氾濫による土地の

















































図 1 2006 年の FI 分布 
 
表 1 現地観測に基づく栄養塩収支 
カンダル タケオ カンダル タケオ
可給態 9.9 12 1.6 2.0
Total 210 140 29 15
可給態 +0.64 +0.89 +0.10 +0.060
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図 4 2006 年の Ns 分布 
 
 
図 5 ポテンシャル作数と洪水期平均水位 
 
リン輸送モデルの入力データを変化させることにより，将来の流域の開発・発展や気候変動の影響
を考察した．流域の開発・発展による発生負荷量の変化は，発生負荷量の変化率 10%に対してポテン
シャル作数の変化率が 1%程度であり，農業生産性に与える影響は大きくないと考えられることが示
された．ダム建設などによるピーク流量の低下は農業生産性を低下させる恐れがあることが示された．
洪水の極端化は氾濫面積を広げ農地を拡大させる可能性を持つが，現存する氾濫原内の水田の各地点
における生産性に大きな変化はないことが示された．渇水の極端化は氾濫原における農業生産性を低
下させるとともに，氾濫面積の減少により領域全体の農業生産性を大きく低下させる恐れがあること
が示された． 
本研究の成果は，氾濫原における持続可能な農業の実現や，農業生産性の向上に資する結果である
と言える．具体的には，適切な施肥量や，農業生産性向上のために優先的に取組むべき課題（水管理・
施肥・その他農業技術の向上等）を決定していく際に利用できると考えられる． 
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